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建設産業情報（最近の動向） 
 

在外公館名   在ブルガリア大使館         

 

記入日   平成２７年４月２１日    

 

 

１．現地の建設工事に係る経済情報 

２０１４年第４四半期新規建設承認件数（別添１資料） 

２０１４年第４四半期新規建設着工件数（別添２資料） 

２０１５年２月建設産業指数（別添３資料） 

 

２．建設業制度、入札契約制度の改正動向 

現在，ブルガリア政府は政府調達法の改正を検討中。ドンチェフＥＵ基金・経済政策担

当副首相は，２０１５年末までの改正を目指すと発言。 

 

３．報道情報 

 タイトル、概要 日付/掲載紙 添付 

１ （タイトル）コンセッションとターミナル 

（概要）モスコフスキ運輸・通信・情報技術大臣は，ヴ

ィディン市（注：ブルガリア北東部に位置するドナウ河

沿いの街。ルーマニアとブルガリアを繋ぐ第２ドナウ橋

のブルガリア側起点）視察の際に，ドナウ河に貨物ター

ミナルを建設するための事前調査が既に実施されてい

る旨発言。また，ヴィディン中央ターミナルのコンセッ

ションを付与するための入札の準備も行われていると

説明。 

2015年3月18日 

キャピタル紙他 

 

あり/なし 

２ （タイトル）ブルガリアはルーマニアとのガス相互接続

間の一部を再建する予定 

（概要）ブルガリアはルセ（注：ドナウ河沿いの街であ

り，ルーマニアとの間の橋梁（第１ドナウ橋）のブルガ

リア側起点）－ギュルゲヴォ（ルーマニア）間の水中部

分のガス相互接続管の再建を行わなければならない。建

設費用はブルガルトランスガス社が負担するが，ルーマ

ニア側からブルガルトランス社に対して補償金が支払

2015年3月23日 

トゥルッド紙他 

 

あり/なし 
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われる見通し。 

３ （タイトル）ギリシャとのガス相互接続管 

（概要）３０日，ペトコヴァ・エネルギー大臣は，ギリ

シャとのガス相互接続管への最終投資決定に関する契

約は２０１５年５月２９日までに署名されなければな

らない旨発言。建設開始時期は２０１６年３月，２０１

８年完成予定。建設費用は概算で２億２０００万ユーロ

となる見通し。 

  

あり/なし 

４ （タイトル）ブルガリアとルーマニアにおける港湾開発 

（概要）ブルガリアを訪問中のヴェラ環境・海事・水産

担当欧州委員は，ブルガリアとルーマニアの港の開発に

２億５千万ユーロがＥＵ側から供与される予定である

と発言。 

2015年4月25日 

キャピタル紙他 

 

あり/なし 

５ （タイトル）ストゥルマ高速道路 

（概要）国営「戦略インフラ・プロジェクト」社は，ス

トゥルマ高速道路の一部区間の予備設計に関する入札

を公示。 

2015 年 4月 1 日 

トゥルッド紙他 

 

あり/なし 

６ （タイトル）中国企業がプロヴディフ空港のコンセッシ

ョンに関心 

（概要）ルカルスキ経済大臣は，当地を訪問中の Hainan 

Longquanren Century Invest and Development 社の

Tianting Jiang 氏（注：タイトル不明）と会談した後，

同中国企業がプロヴディフ空港のコンセッション契約

を獲得し，欧州・アジア間の物流ハブ空港とすることに

関心を有していると発言（注：プロヴディフ空港は，年

間取扱可能乗客数５０万人，滑走路の規模２５００メー

トル×４５メートル，中型飛行機が同時に１３機まで駐

機可能な空港。２００９年にブルガリア政府が２０００

万ユーロ以上の投資を行い整備）。 

2015 年 4月 1 日 

BTA Daily News 

 

あり/なし 

７ （タイトル）ソフィア地下鉄新規路線開通 

（概要）２日，ソフィア地下鉄１号線の新規区間（ツァ

リグラツコ・ショセ－ソフィア国際空港間）の開通式が

開催され，ボリソフ首相及びファンダコヴァ・ソフィア

市長他，関係閣僚が出席。 

 ツァリグラツコ・ショセ－ソフィア国際空港間の延伸

2015 年 4月 3 日

各紙 

 

あり/なし 
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工事は，２００７－２０１３年期ＥＵ基金地域開発プロ

グラム及びブルガリア国家予算により行われた。延伸工

事は３期から成り，第１期及び第２期では１３駅，総長

１２．８キロメートルの地下鉄建設が行われた（注：な

お，現在，第３号線建設の入札が行われており，イタリ

ア，中国，チェコ，トルコ等の企業が応札。第１期の工

事費用は４億レヴァ，第２期，第３期の工事総額は１億

６千万レヴァの見通し）。 

８ （タイトル）中国か，ユンカーか？ 

（概要）ルセ（注：ドナウ河沿いの街であり，ルーマニ

アとの間の橋梁を有する）－ヴァルナ（注：黒海沿岸の

街であり，港を擁する）間の運河建設に中国企業が関心

を示した。ブルガリア側としては，重要なのはブルガリ

ア北東地域に新たな経済構造が創出され活力が生まれ

ることと，ドブルジャ地域に灌漑用水が確保されること

である。 

運河はルセ－ラズグラッド－シューメン－ヴァルナ

間に建設され，運河の水はドブルジャ地域とルドゴリエ

ト地域の灌漑用水としても使用される。運河の建設と同

時にヘムス高速道路，ルセ－ヴェリコ・タルノヴォ間高

速道路及びシプカ峠トンネル等の建設も進められれば，

重要な輸送のハブが創出される見通し。 

2015 年 4月 4 日

付 24 時間紙 

 

あり/なし 

９ （タイトル）ヘムス高速道路及びトラキア高速道路の改

修 

（概要） 

ブルガリア政府はヘムス高速道路及びトラキア高速道

路の改修費用として１億レヴァを承認。 

2015年4月16付

24 時間紙  

 

あり/なし 

 

  



4 
 

 



5 
 

 

  



6 
 

 

  



7 
 

 

  



8 
 

 


